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研究成果の概要（和文）：本研究は尖閣諸島問題、とりわけその形成過程を外交史的に検討することを課題とした。本
研究で明らかになったのは、この問題が単に資源開発問題でなく、沖縄返還問題、米中接近（および国連代表権問題）
、日中国交正常化などと密接に関わった問題であり、また日本国内でも東京と那覇、そして石垣島など各々に利益があ
る。このような多元的で多層的な空間からこの問題が発生した。この点を踏まえた論文集を公刊することで成果を世に
問いたい。

研究成果の概要（英文）：This project explores the diplomatic history on the disputes of Senkaku/Diaoyu 
Is., especially focusing on the formation of this disputes itself.The purpose of this project is to grasp 
how the disputes formed with multi-lateral aspects. I collected some kinds of materials in Taiwan, PRC, 
ROC, and USA, and checked several kinds of domestic materials, like materials in Okinawa prefecture and 
Ishigaki local government and its town council. On the interpretation of those materials, this project 
has temporal image of this issue. This disputes were formed with the complex context, reversion of 
Okinawa to Japan, US approaches to China, Sino-Japanese normalization and ECAFE’s investigation of 
natural resources.
This project plans to publish a book which shows each aspects on this complex issue. The author includes 
scholars whose specializations are Japanese diplomatic history, Chinese diplomatic history, US diplomatic 
history and so on.

研究分野：アジア政治外交史、中国外交史、日中関係史、日台関係史、台湾政治外交史

キーワード： 尖閣諸島　主権と領土　ECAFE　台湾漁民　沖縄返還　国際研究者交流
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１．研究開始当初の背景 
尖閣諸島をめぐってはさまざまな言論があ
るが、学術的なものは決して多くない。外交
史的にこの問題を扱おうとした先駆的な研究
である任天豪「從《外交部檔案》看釣魚臺「問
題」之由來 1968-1970」（『冷戰與臺海危機』
台北：國立政治大學歷史學系、2010年）、同
「釣魚臺問題探因：1968年金吉隆廿號及其衍
生事件」（周惠民主編『近代中國的中外衝突與
肆應』台北：政大出版社，2015年）は、台湾
で公開されている外交文書に依拠した研究で
あり、この問題の「歴史化」を目指した嚆矢
である。だが、台湾の外交文書以外の史料は
十分に使用されておらず、他国の文書も用い
られていない。また日本では、主にアメリカ
の文書を使用した矢吹晋『尖閣衝突は沖縄返
還に始まる―日米中三角関係の頂点としての
尖閣―』（花伝社、2013 年）があるが、台湾
側の史料の内容読解に課題を残していること
などがあり、外交史的には十分な検討がなさ
れているとはいいがたい。 
筆者も既に、KAWASHIMA,Shin, “The 

Origins of the Senkaku/Diaoyu Islands 
Issue: The period before normalization of 
diplomatic relations between Japan and 
China in 1972,” Asia-Pacific Review, Vol. 
20, No. 2, 2013, pp.122-145. をはじめ、「尖
閣諸島をめぐる言説と歴史」（『 IIPS 
QUARTERLY』4-3, 2013年 8月、pp.2-3）、
「鳥の卵を追う漁民の海から国家のひしめく
海へ─東シナ海の島々」（［中国のフロンティ
ア 11］、『UP』485号、2013年 3月、45－55
頁）などとして、この問題について書き、ま
た口頭報告でも、国際政治学会で「中国をと
りまく『境界』と『国家』―金門島と尖閣諸
島を事例に」などとして議論してきたが、そ
れらは任天豪の研究に蔣介石日記を加えたも
のであったり、あるいは史料の収集過程で記
したエッセイであったりするものに過ぎない。
そうした点で、この問題の包括的研究をおこ
なっていくことを構想するに至った。 

 
２．研究の目的 
（1）尖閣諸島が日本と台湾の間で明確に「問
題」となったのは 1971 年であるが、その問
題としての形成過程を解明する。日中国交正
常化以後は、暫時対象に含めない。この問題
の形成過程全体を明らかにするには、
ECAFE の調査をはじめとする資源問題のみ
ならず、台湾漁民問題、大陸棚条約発効、沖
縄返還交渉、米中接近、日華断交（日中国交
正常化）などとこの問題の関係性を、主に台
湾、アメリカ、日本、さらには沖縄（琉球政
府）、中華人民共和国の文書から解明しなけれ
ばならない。また、たとえば台湾に於いて資
源問題に拘泥してこの島の主権を主張すべき
としたのが、当初、外交部ではなく経済部で
あり、また尖閣諸島に頻繁に上陸していた台
湾漁民をめぐる問題を管轄していた組織には、
外交部だけでなく、台湾省政府や宜蘭県政府、

台北県政府などの地方級の官庁もあったこと
に鑑みれば、外交文書以外の史料が重要とな
ることになる。このほか蔣介石日記など、こ
の問題に関わった政治家や軍人の個人文書が
ある。筆者が試みたいと考えているのは、こ
のような現在の段階で利用可能な史料を包括
的に分析して、この問題がいかにして国際的
な「問題」となったのか、ということを解明
することにある。 
（2）一般に国際紛争や領土問題の研究はそ
の問題の敏感さから研究課題になりにくいこ
とが多い。また日本の外交文書の公開の遅れ
から、重要な課題が研究されないことも少な
くない。だが、外交文書が多様な国々で公開
されている現在、現在進行中の問題であって
も、それを学術研究の対象として問題形成過
程を解明することにより、「領土問題」と言わ
れるものがいかに形成され、何が「解決」を
難しくしていくのかという、より高次な課題
設定をおこなっていく上での、ケーススタデ
ィーとして学界に供していくことが可能とな
る。 
 
３．研究の方法 
（1）本研究は、台湾、アメリカ、日本、中
国、沖縄の文書館を中心にして、①19世紀後
半＋20 世紀前半、（日清戦争前後）、②1945
－1952年（日本敗戦からサンフランシスコ講
和、日華平和条約締結期）、③1950－60年代
（台湾漁民上陸問題）、④1968－1972年（資
源問題、沖縄返還、米中接近、日中国交正常
化）に分けて分析、成果発表をおこなう。収
集すべき文書は各国の外交文書、経済・資源
担当部局の文書、漁業関連文書、指導者の文
書などであるが、時期的にはこの問題が急速
に「問題」となった④の時期に重点をおく。 
（2）本研究がとる方法は基本的に外交史に
おけるマルチアーカイブ・アプローチである。
だが、直近の出来事であるだけに文書だけで
解明できることには限界がある。個人文書、
新聞、また必要に応じてインタビューをおこ
なって、それを補う。 
（3）初年度は、2014年夏に台湾の中央研究
院やスタンフォード大学で調査、資料収集を、
2015 年 2 月には石垣市にて調査をおこなっ
た。第二年度は国内では北海道大学、京都大
学や外務省外交史料館等で史料調査を、国外
では台湾の中央研究院で調査、資料収集をお
こなった。 
 
４．研究成果 
（1）初年度は川島真「尖閣諸島問題の形成
過程─日中国交正常化以前」（『 IIPS 
Quarterly』5-2, 2014年 4月、4-5頁）、「再
び『尖閣国有化』を考える」（『中央公論』2014
年 4月、16-17頁）、「中台関係と日本──その
歴史から振り返る」（『治安フォーラム』2014
年 6月号、51-59頁）、「第一章 中国の国境・
境界認識」（日本国際問題研究所編『中国をめ
ぐる国境交渉──北京の眼、相手国の眼』同研



究所、2014年、3-8頁）を発表し、尖閣諸島
問題の形成過程だけでなく、中国側の領土観
などについても検討してきた。また、口頭発
表としては、「尖閣列島／釣魚台列嶼問題的形
成過程─従 19世紀末到 1970年代初」（「多元
視野下的釣魚問題新論」、2014年 4月 17-18
日、於：中央研究院近代史研究所）や「中華
民国外交档案から見る尖閣諸島問題の形成」
（日台有識者セミナー、於：東京大学駒場キ
ャンパス、2015 年 2 月 5 日）など、国際学
会や研究会において尖閣諸島問題の形成につ
いて報告をするとともに、内外の研究者との
対話を進めた。これは実証研究にともなう対
話の可能性を模索するものであった。 
（2）第二年度は、現実社会で東シナ海問題
が南シナ海問題に強くリンクする中で、現実
に生じている事象を見据えながら、歴史研究
としての本研究を進めていくことになった。
「『帝国』としての中国─20世紀における冊
封・朝貢認識と『中国』の境界」（宇山智彦
編著『ユーラシア近代帝国と現代世界』ミネ
ルヴァ書房、2016年、219-236頁）では、尖
閣諸島問題を琉球問題の観点から捉え、「中
華民国外交檔案所見的日華断交─以椎名悦三
郎訪台前提条件為中心」では、沖縄返還問題、
日中国交正常化、米中関係、資源開発問題が
複雑に絡む中で尖閣諸島問題が形成されたこ
とを指摘した。また、「メディア・歴史認識・
国民感情」（川島真編著『チャイナ・リスク』
（岩波書店、2015 年、285−307 頁）では現
在の歴史認識問題としての尖閣諸島問題を検
討している。他方、口頭報告では、
Internationalism & Nationalism on 
modern and contemporary Chinese 
Diplomacy : Tribute system, Revolution 
and War, Major Theme 1 China from 
Global Perspectives, Organizers （世界歴史
学者会議）などにおいて、中国の歴史観、そ
こに関連づけられた主権意識、それと海洋進
出の系譜などについて言及した。このほかに
も、国際学会などに精力的に参加・報告し、
尖閣諸島問題について内外の研究者とも積極
的に意見交換、情報交換をおこなうとともに、
この 2年間の集大成の報告となる「尖閣諸島
問題の外交史的検討」（第四回東シナ海問題研
究会）を発表した。今後、内外の研究者とと
もに論文集を公刊することが決まっている
（東大出版会から内諾を得ている）。 
（3）本研究では 19世紀の日清戦争前後のこ
の島をめぐる状況を起点とし、日本の敗戦か
らサンフランシスコ講和会議、日華平和条約
前後において、すでにこの島を「南西諸島」
の一部としようと日本が積極的に対米交渉を
おこなっただけでなく、中華民国も中華人民
共和国の一部の官僚が既にこの島に注目して
いたことなどを外交文書から指摘した。また、
1950−60 年代には非常に多くの台湾の漁民
がこの島に上陸し、鳥の卵を採取したりして
おり、米軍が彼らを捉えて送還することもし
ばしばだった。本研究はそのようなアメリカ

と台湾の間のやりとりも明らかとした。そし
て、1960 年代後半に大陸棚条約が発効し、
ECAFE により周辺海域での石油の埋蔵の可
能性が指摘されると、台湾内部で急速にこの
島への注目が集まる。これは沖縄側、日本側
でも同様であるが、台湾側からの文書からは、
特に経済部が積極的に主権や経済利益の獲得
を主張し、次第に蔣介石をはじめとする指導
者が、それに引きずられていく様が指摘され
るだろう。だが、留意すべきは 1970 年から
71年にかけて、台湾側は主権を主張するもの
の、重点は経済利権に置かれており、実際に
は日米台韓で東シナ海の共同開発の目処がた
っていたのである。ところが、1971年、この
共同開発計画が急に頓挫してしまうのである。
中華民国の国連脱退、キッシンジャーの電撃
訪中、翌年に予定された沖縄返還など、いろ
いろな要素がその背景にあるであろうが、こ
の島をめぐる問題はこのような大きな背景が
あることを、外交文書という根拠に裏打ちさ
れた歴史過程とともに示すことができた本研
究は、内外の学界に対して斬新な試みとなろ
う。 
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